令和３度第1回スポーツコミッション研究会（オンライン）
開催概要（案）
· 開催趣旨
（一財）日本スポーツコミッション（SCJ）では、スポーツを競技スポーツのみならず、健康の維持・増進活動からレクリエーション、体育、余暇活動等を含む身体活動すべてと捉えた上で、スポーツの有する機能や効果を地域づくり、地域の活性化にどのように活用していくか、あるいは推進組織としてのスポーツコミッション（SC）の創設や活動内容などについて、「スポーツコミッション研究会」（SC研究会）を平成21年度以降開催してきています。
本年度第1回目のSC研究会は、今後のスポーツを活かした地域づくり、地域の活性化にかかわる国の施策等について、内閣府は地方創生の視点から、スポーツ庁はスポーツ・健康まちづくりの視点から基調講演を行っていただきます。
一方、オリンピック種目となって注目を浴びつつあるアーバンスポーツとその活用によるまちづくり、地域活性化について札幌大学の橋本先生にご講演していただきます。さらに、昨年度のスポーツ庁での検討結果や今年度の研究会の方向などについても報告します。
なお、今回の研究会は、現在東京において3回目の緊急事態宣言が発出されていることなどから、オンライン方式で開催しますので、よろしくお願いいたします。
· 主催：一般財団法人日本スポーツコミッション（SCJ）
· 後援：スポーツ庁
· 日時：5月20日（木）14：00〜16：00
· 開催方法：Zoomウエッブナー方式によるオンライン開催
· 内容

１．主催者挨拶：木田悟：SCJ　理事長
２．後援挨拶：スポーツ庁
３．基調講演：20分×2名
基調講演１：（仮）地方創生の今後の方向とスポーツを活用したまちづくりについて
　　未　　定　：内閣府　地方創生推進事務局
基調講演２：（仮）「スポーツ・健康まちづくり」の視点からの今後の施策について
　　原口　大志：スポーツ庁　地域振興担当参事官
　４．講演：40分
演題：アーバンスポーツを活用した地域の活性化について
　　　　橋本　要：札幌大学　専任講師（X-sports部監督）
５．報告：20分
今年度の研究会の方向と昨年度の結果報告
1 昨年度のスポーツ庁における組織の在り方検討会結果について
2 今年度のSC研究会の方向について
　　木田　悟：SCJ　理事長
〇 募集人数：70名まで
· 資料代等：SC協議会メンバー：行政・SC・学識者：無料、その他：3,000円
　　　　  SC協議会メンバー外：行政・SC・学識者：3,000円、その他：5,000円
　なお、領収書が必要な方は、info@sportscommission.or.jp に連絡してください。PDFでの領収書をお送りします。

〇 申込先：以下のリンクから5月14日（金）までにお申込みください。5月17日以降にお申し込みのメールアドレスに参加URL及びご案内等をお送りいたします。
　　　　　申込先：https://scj3-1.peatix.com/　注：申込みが遅れた場合は以下の木田まで連絡ください
〇 相談会：スポーツコミッションの創設や今後の活動、あるいは地方創生事業の提案などをお考えの自治体や課題を抱えるSCの方々を対象にオンラインでのご相談に
応じます。ご希望の方はkida@sportscommission.or.jp に連絡ください。

· 問い合わせ：今回の研究会の開催における登録などに関するご不明な点や疑問などは、

　　以下までご連絡ください。それ以外は上記の木田に連絡ください。
【担当事務局】03-6883-5845　㈱Seabird内　担当：野地（nochi@seabird.jp.net）
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